
教科・科目 【家庭科・家庭基礎】 
単位数 ：２単位 

履修年次：１年次 

 

目  標 

・家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、家族や家庭生活のありかた、子ど

もと高齢者の生活と福祉、生活の自立のための衣食住や消費生活・環境などの基礎的な知識・

技術を身につける。 

・生活課題を主体的に解決し、生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につける。 

教  材 教科書「家基７０７図説家庭基礎」、教材「家基７０７図説家庭基礎準拠学習ノート」 

学習方法 

自分の考えをきちんと言葉で表現することを意識し、学習ノートにその都度まとめること。 

単元終了ごと、自己の学びの振り返りをし目標達成状況を確認し、見直しをしながら学びの質

を高めること。 

 

●［評価規準・評価方法・めざす資質と能力］ 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

（
支
援
な
し
で
） 

活
用
で
き
る 

人間の生涯にわたる発達と生活の営み

を総合的に捉え、家族・家庭の意義、

家族・家庭と社会との関わりについて

理解を深め、生活を主体的に営むため

に必要な家族・家庭、衣食住、消費や

環境などについて理解しているととも

に、それらにかかわる技能を身につけ

（支援なしで）活用できる。 

生涯を見通して、家庭や地域及び社会に

おける生活の中から問題を見いだして課

題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したことを根拠に基づ

いて倫理的に表現するなどして課題を解

決する力を身につけ（支援なしで）活用

できる。 

さまざまな人々と協働し、よりよい社

会の構築に向けて、課題の解決に主体

的に取り組んだり、振り返って改善し

たりして、地域社会に参画しようとす

るとともに、自分や家庭、地域の生活

を創造し、実践しようとする態度を身

につけている。 

（
支
援
あ
り
で
） 

活
用
で
き
る 

人間の生涯にわたる発達と生活の営み

を総合的に捉え、家族・家庭の意義、

家族・家庭と社会との関わりについて

理解を深め、生活に必要な家族・家庭、

衣食住、消費や環境などについて理解

しているとともに、それらにかかわる

技能を身につけ（支援あれば）活用で

きる。 

生涯を見通して、家庭や地域及び社会に

おける生活の中から問題を見いだして課

題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したことを根拠に基づ

いて倫理的に表現するなどして課題を解

決する力を身につけ（支援あれば）活用

できる。 

さまざまな人々と協働し、よりよい社

会の構築に向けて、地域社会に参画し

ようとするとともに、自分や家庭、地

域の生活を創造し、実践しようとする

態度を身につけている。 

わ
か
る 

で
き
る 

生活に必要な家族・家庭、衣食住、消

費や環境などについて理解している。 

生活の中から問題を見いだして、解決策

を構想する力を身につけている。 

自分や家庭、地域の生活を創造し、実

践しようとする態度を身につけてい

る。 

評価方法 定期考査・学習ノート・学習プリント 定期考査・学習ノート・学習プリント 定期考査・学習ノート・学習プリント 

麻高ＧＰ 

 

 

 



●［学習計画］ 

学期 月 学習内容 評価方法 

前期 4月～ 

5月 

第１章 自分らしい生き方と家族 

第４章 社会とかかわる 

学習ノート 

学習プリント 

6月～ 

8月 

第３章 高齢者とかかわる 

第６章 衣生活をつくる 

学習ノート 

学習プリント 

9月 第５章 食生活をつくる １～６節 エプロン製作 

第２回定期考査 

後期 10月～ 

11月 

第５章 食生活をつくる ７～１６節 学習ノート 

学習プリント 

12月～ 

2月 

第２章 子どもとかかわる 

第８章 経済的に自立する 

第９章 消費行動を考える 

学習ノート 

学習プリント 

第４回定期考査 

3月 第７章 住生活をつくる 学習プリント 

 

●［評価基準］ 

 (考査以外) 

の評価割合 

第 2 回定期考

査の評価割合 

第 4回定期考査

の評価割合 

 

 

学期末・年度末の 

観点別学習状況の評価 

学期末・年度末

の評定 

知識・技能 10  

35 

 

35 

 
Ａ ～ Ｃ 

 

 

５ ～ １ 
思考力・判断

力・表現力 
10 

 
Ａ ～ Ｃ 

主体的に学習に

取り組む態度 
10   

 
Ａ ～ Ｃ 

 

評価の内容 評価 

「十分満足できる」状況と判断されたもの Ａ 

「おおむね満足できる」状況と判断されたもの Ｂ 

「努力を要する」状況と判断されたもの Ｃ 

 

評定の内容 評定 

「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と判断されたもの ５ 

「十分満足できる」状況と判断されたもの ４ 

「おおむね満足できる」状況と判断されたもの ３ 

「努力を要する」状況と判断されたもの ２ 

「努力を要すると判断されたもののうち、特に程度が低い」状況と判断されたもの １ 

 


